
洞爺湖町男女共同参画webアンケート調査の実施結果

問 1 あなたの性別は

問 2 あなたの年齢はおいくつですか



問 3 「洞爺湖町男女共同参画計画」を知っていますか。（1つだけ選択）

問 4 次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。①～⑧の項目それぞれについて、

あてはまるものを選んでください。



問 5 男女が平等な立場で協力しあっていくためには、どのようなことが大切だと思いますか（3つ以内）

100件の回答

女性自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得す

るなど積極的な能力の向上を図る

男性自身が生活者としての家事能力を身につける

男女がお互いの個性・能力を認め合い補い合ってい

るという認識を持つ

男女平等の視点に立った教育や学習を充実する

性別による様々な社会通念・習慣・しきたりを改め

る

家事・子育て・介護について、重要性を認識する

会話やコミュニケーションにより、お互いを思いや

る気持ちを育てる

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの

向上

労働時間を短縮するなど、男女が家事や家庭責任を

分担できる働き方が選べる

行政や企業などの指導的立場の人が理解を持つ

行政や企業などの役職に一定の割合で女性を登用す

る制度を採用・充実する

その他



問 6 男性は外で働き、女性は家庭を守るという考え方について、あなたはどう思いますか。(1つだけ選択)

問 7 あなたの世帯は、次のどれにあてはまりますか



問 8 【単身世帯以外の方】におたずねします。家庭の仕事は、どなたが担当されていますか。

次の①～⑨の各項目ごとにあてはまるものを1つ選んでください。



問 9 問8の分担を全体的にみて、あなたは満足していますか。次の中から選んでください。（1つだけ選択）

問 10－1 あなたの「希望」としては何を優先したいですか。（1つだけ選択）



問 10－2 あなたの「現実（現状）」では何を優先していますか。（1つだけ選択）



問 11 今後、男性が女性とともに家事、育児、介護（以下「家事まど」）に積極的に参加していくためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（3つまで選択）

100件の回答

男性が家事などに参加することに対する男性の

抵抗感をなくす

男性が家事などに参加することに対する女性の

抵抗感をなくす

夫婦や家族間での会話など、コミュニケーショ

ンをよくはかる

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担等につい

て当事者の考えを尊重する

社会の中で、家事などについての評価を高める

男性による家事などについて、職場における上

司や周囲の理解を進める

労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどのICT

を利用した多様な働き方を普及することで、仕事以

外の時間をより多くもてるようにする

家事などに関心を高めるよう啓発や情報提供を

行う

家事などを行うための、ネットワークづくりを

進める

仕事との両立などの問題について、相談しやす

い窓口を設ける

その他

生活（身の周りのこと）を自己完結することが

当たり前になるように

結局その人の考え方しだい



問 13 あなたは、現在、女性が生涯仕事を続けていくことを難しくしている原因は何だと思いますか。

あなたの考えに近いものをすべて選んでください。（あてはまるものすべてを選択）

問 12 職場での女性の働き方について、どれが望ましいと思いますか。（1つだけ選択）

続けていける様な適当な職場や仕事が地元にない

企業側の女性職員に対する考え方に問題がある

夫をはじめ家族の理解がない

家事や育児、介護に関する夫の協力がない

女性自身に仕事を続ける自覚や覚悟が足りない

家庭や子供を優先する社会的支援サービスが不十分

保育や介護に関する社会的な支援サービスが不足

男は仕事、女は家庭との世間一般の考え方が強い

体力・体調の維持（出産等での変化が大きい）

社会全体として、女性は結婚・出産等で辞職する

その他

男性の経済力が低い

産後の正社員としての雇用が少ない

単身者の増加により家庭と仕事の両立が難しい

単純に家庭と仕事の両立が難しい



問 14 女性の職場進出を促進するために、どのような条件整備が必要だと思いますか。あなたの考えに近いものを

選んでください（2つ以内を選択）

問 15 「ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)」

（配偶者や交際相手などから身体的・精神的暴力を受ける）について

労働時間や休暇取得の面を配慮する

就職・転職などに役立つ求人情報を充実する

育児や介護のための休暇制度、再雇用制度を

普及・充実する

保育や介護のための施設・サービスを拡充

賃金、仕事内容など労働条件面で男女格差を

なくす

女性の昇進・昇格の機会を男性と同等にする

就職・転職などに役立つ求人情報を充実する

直接被害を受けた（暴力をした）ことがある

わからない

経験したことも見聞きしたこともない

受けた人から相談されたことがある

身近（家族・友人等）に受けた人がいる

知らない

経験・見聞きはないが内容は知っている



問 16 「セクシャル・ハラスメント（セクハラ）」（職場などにおいて相手の意思に反して不快や不安な状態に

追い込む性的な言動）について

問 17 性的少数者（性的マイノリティ）とは、LGBTQ【レズビアン(女性の同性愛者)、ゲイ(男性の同性愛者)、

バイセクシャル(両性愛者)、トランスジェンダー(体と心の性が一致していない人)、クエスチョニング(特定の枠

に属さない人)】など、性のあり方が多数派とは異なる人のことをいいます。「性的少数派(性的マイノリティ)

または「LGBTQ」(両方またはどちらか一方)という言葉について、当てはまるもの一つにチェックしてください。

100件の回答

経験・見聞きはないが内容は知っている

わからない

経験したことも見聞きしたこともない

直接被害を受けた(セクハラをした)ことがある

身近（家族・友人等）に受けた人がいる

受けた人から相談されたことがある

知らない

直接被害を受けたことがある



問 19 あなたは、「パートナーシップ認定制度(幅広いパートナーのあり方を支援するために、同性カップルの関係

にあることの証明書の交付や宣誓の取組)」ということばについて、当てはまるもの一つにチェックしてください。

問 18 あなたが、友人など身近な人からLGBTなどの性的マイノリティであることを打ち明けられたらどうしま

すか。あなたの気持ちに近いものすべてに、チェックしてください。

その人の気持ちを理解しようと思う

性的マイノリティであることを理解できない

と思う

少し、距離を置きたいと思う

今までどおり接することができる

本人が生きたいように手助けしたいと思う

性的マイノリティであることを隠すようにす

すめる

知らない



問 20 あなたは、幅広いパートナーのあり方を支援するために、同性パートナーシップ(同性カップル)の関係にある

ことの証明書の交付や宣誓の取組を、将来的に本町でも実施する必要があると思いますか。

問 21 あなたは、幅広いパートナーのあり方を支援するために、パートナーシップの関係にあることの証明書の交付

や宣誓の取組について、同性カップルに限らず、事情により婚姻に至らない異性カップルも含めて対象にする必要が

あると思いますか。当てはまるもの一つにチェックしてください。

当てはまるもの一つにチェックしてください。
100件の回答

99件の回答

必要があると思う

必要ないと思う

わからない

地方なので、本人は隠すと考えます

詳しい制度内容がわからない為判断できない

将来的には必要だと思うが、今すぐどうするかとなると、

町民の理解や施設（トイレ等）の整備などが問題

知識不足ではあるが、制度的に同性で別枠を設ける

必要は無いかなと思う



問 22 自治会やPTAなどの地域活動において、女性が会長やリーダーまたは役員(以下「会長など」)になることに

ついて、どう思いますか。あなたの考えに近いものを選んでください。(1つだけ選択)

問 23 女性が自治会やPTAなどの地域活動において、会長などになるためには何が必要であると思いますか。

次の中から選んでください。（2つ以内で選択）

100件の回答

会長などの負担を軽減（行事内容や諸会議出席の

分担）すること

夫をはじめとする家族の理解や協力が得られるこ

と

地域で理解や協力が得られること

自治会やPTA等の地域団体に対する女性の参画に

ついて研修を行うこと

女性講座や女性リーダー育成講座等を開催

役職を作るからもめるので、全員一個人として平

等にすればよい

女性自身に意欲や関心があること

組織のリーダーとして能力があること

役職をなくす

女性も会長などに就任すべきである

男女という性別に関わりなく役職が与え

られるべきである

男女の役割分担があり、女性でなくては

できない役職をすべきである

男性を補佐する方がよい

女性は会長などにならない方がよい

役割りをなくしフラットにすればよい。

好きな人がやればよい。

男女に関係なくなりたい人がなればよいと思う。

現状押し付け合いですよね。



問 24 女性の方は、もしあなたが会長などに推薦されたら引き受けますか。男性の方は妻などの身近な女性が会長

などに推薦されたとしたら引き受けることに賛成しますか。（1つだけ選択）

問 25 問24で「断る(引き受けることに反対する)」と回答した方におたずねします。その理由は何ですか。

（あてはまるものすべてを選択）

家族の協力がえられないため

女性が役職に就くと地域の協力を得られにくいため

役職に就く知識や経験がないため

家事・育児や介護に支障が出るため

女性が役職に就くことを快く思わない社会通念がある

仕事などを優先したい

その他

女性にはむいていない

健康上の理由

表に立ちたくない

時間がない

大変なので引き受けない

単純に負担が大きい

やる気がなければ男女関係なくやるべきではない

（自分自身が自治会に）興味がない

時間に余裕がない

時間がない



問 26 日ごろの防災や震災対応に女性の視点がないことなどの問題が指摘されていますが、災害に備えるため、

これからどのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてを選択）

避難所の運営に女性も参画できるようにする

女性も男性も防災活動や訓練に取り組む

備蓄品について女性や乳幼児・介護が必要な

人、障がい者などの視点を入れる

防災や災害現場で活動する女性を育成

日ごろからの地域の男女共同参画を進める

避難所運営の基準などに女性や乳幼児、介護

が必要な人、障がい者などへの配慮を盛り込

む

100件の回答

日ごろからのコミュニケーション・地域でつ

ながりを大切にする

その他



問 27 政治や行政、自治会において、政策の企画や方針を決める場に女性の参画が少ない理由は何だと思いますか。

（あてはまるものすべてを選択）

家庭・職場・地域における性別による役割り分担や性差

別の習慣が残っているため

男性優位の組織運営のため

女性の活動を支援するネットワーク等の組織が不足

家事、子育て、介護の負担が大きいため

女性の能力開発の機会が不十分であるため

家族の支援・協力が得られないため

女性の活動を支援するネットワーク等の組織の不足

その他

家庭、職場、地域の性別による役割り分担や性差別の意

識のため

女性自身の積極性が不十分

少ないとは思わない

仕事・育児・家庭のことで目いっぱいで興味がない

100件の回答



問 28 洞爺湖町で「男女共同参画社会」を実現するために。今後、特にどのようなことに力を入れていくべきだと思

いますか。（3つ以内で選択）100件の回答

男女共同参画の視点から、慣習の見直しや広報・啓発を

進める

男女平等の視点に立った教育や学習を進める

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する

就労における男女の機会均等や働きやすい環境の整備を

進める企業の取組を支援する

保育施設・サービスや子育て支援を充実する

介護が必要な高齢者や病人の施設やサービスの充実

労働時間の短縮や休暇の取得、テレワーク制度の普及

子育てや介護中であっても仕事が続けられる支援

町の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を登用する

町の職員が率先して、家庭や地域での男女共同参画を実践する

差別があったら厳しく指導する

その他

高齢者の多い町で、高齢者の考えを変えていくことは難

しいと思う。将来を見据えた施策が必要

範囲が広い制度なので、町として分野をしぼって取り組

んでいく方が解りやすいのでは

男性が・・女性がの主張をしすぎると反発も出るかと



　性別の如何を問わず、個人の資質を持って判断すべき。

　言葉が先行しており、内容が伴わない。

　ごみスレーションの生ゴミ入れの洗いや掃除を女性ばかりにやらせているのはおかしくないですか？ これこそ男女差別だと思う。　単身者の男性
もいるのですから、順番にやらせれば良いと思う。

　国として、世界として男女としてではなくすべての人に平等に機会を創出できるとより良いと思った。

　あまり快くは思っていません。男女平等を無理に押し付けられている感じがする。
　持って生まれたどうしようもない性差や、性格的な面を考慮に入れる必要もあるのでは？

　問29  「男女共同参画」について、あなたが日ごろ感じていらっしゃることがあれば、自由に
　お書きください。
　 18件の回答

　女性の能力を限定的にとらえる男性が多いと感じます。行政が男女平等の視点から制度を作っていかないと進まないと思います。クォーター制
はすぐにでもやって欲しい。防災の委員も女性を入れたと言いつつ、その人数が少なすぎると感じます。

　町の中で大事な意思決定の場所に女性を登用して戴きたい。

　自由と言う言葉のアウトローが多い。自由は、マナー、エチケット、ルールなど理解してる人が使うので、言うだけだとか、言わなきゃ損的思考の
人で自己中心的な方が多く、まとまりのない世間に見えて感じます。

　非常に良い取り組みだとは感じるが、逆に甘えている（悪用している）女性も増えたと思う。

　世代によって考え方が大きく違うので、複合的な視点でのい対策が必要と思う。

　出産は女性しかできない大仕事であり、単純に男女平等という考えは難しいと思う。また、ただ女性が役職につけば良いという訳ではなく、能力
のある方が男女関係なく適材適所の役割を担うべきである。
　学校運営協議会やPTA3役は男性ばかりで、母親の意見や考えが勘案されるのか不安がある。

　能力主義で、ニュートラルに扱えば良い。政策的にバイアスをかけるのは予算の無駄と感じる。

　あまりよく分からないところがある。



　性別に関係なく、やる気がある人や意欲の高い人などが周りを気にしないで率先して取り組めばよいと思っているので、国や道または町などで大
きく取り上げてまでする事でもないように感じている。また、昔の社会ではそうだったかもしれないが現代社会において男性優遇ではなく女性優遇
をして男性から不満が出ることはないと思い、やはり不満などを言う人は、現状に対して甘んじて美味しいところだけを楽してもって行ってる層だと
思うので、男女というより単純な人間格差の改善（業務においても私生活や地域活動においても）が必要かとい思う。

　男女に限らず洞爺湖町民の地域活動に対する意識が低い。

　広報活動が不足している。

　小さい頃からの家庭教育が何より重要。

　私は女性ですが、社会では男性の方が大変な状況に置かれていると思います。女性の社会進出が少ないのも、それを望む女性が多いからな
のではないでしょうか。
　女性の社会進出よりも、望むなら男性が家庭に入れる環境づくりをしてあげたいと思います。


